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賀
正

跳べ　 跳べ　 子供たち

冬
の
う
す
い
日
ざ
し
が

子
供
た
ち
の
髮
に
と
ま
っ
て
い
ま
す

今
日
は

西
風

北
風
さ
ん
が

ち
ょ
う
ぴ
り
街
の
な
か
を

走
り
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

ほ
っ
ぺ
た
を
剌
す
風
さ
ん
が

子
供
た
ち
は

け
っ
し
て
き
ら
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
っ
て

風
さ
ん
が
く
る
日
は

と
お
く
の
山
脈
が

よ
く
見
え
る
か
ら
で
す
。

み
ん
な
　
集
ま
れ
　
馬
跳
び
し
よ
う

馬
に
な
る
子
は
　
小
さ
く
な
あ
れ

大
地
に
　
が
っ
ち
り
根
を
は
っ
て

ほ
れ
　
ほ
ら
　
跳
ぶ
子
　
あ
の
空
つ
か
め

あ
わ
て
て
　
こ
ろ
ぶ
な
　
つ
ま
づ
く
な

い
ち
　
に
　
さ
ん
　
と
　
し
い
　
ご
う
　
よ
い
し
ょ

五
つ
　
跳
ん
だ
ら
　
こ
ん
ど
は
馬
だ

ズ
ボ
ン
も
　
両
手
も
　
泥
だ
ら
け

土
の
に
お
い
の
　
お
ひ
げ
も
は
え
た

わ
っ
は
っ
は
っ
は
　
わ
っ
は
っ
は
っ

風
さ
ん
　
雲
さ
ん
　
お
お
わ
ら
い
　
　
　
　
　
卜

み
ん
な
　
集
ま
れ
　
馬
跳
び
し
よ
う

赤
い
セ
ー
タ
ー
が
空
を
と
び
ま
す
。
緑
の
シ
ャ
ツ
が
地
面
に
と
け
こ
み
ま
す

。

子
供
た
ち
は

枯
草
の
に
お
い
を
ま
き
ち
ら
し
ま
す
。

ふ
か
い
空
と
大
地
の
あ
い
だ
が

子
供
た
ち
の
世
界
。

子
供
た
ち
の
目
は

木
や
花

滌
た
ち
と
魚

そ
し
て
婁
や
風
や
水
な
ど

自
分
た

ち
の
仲
間
と

も
っ
と

も
っ
と

豪
し
く
遊
べ
る
こ
と
を
ね
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

ご
あ
い
さ
つ

足
立
区
長

長
谷
川
久
勇

区
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

新
春
を
迎
え
、
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
。
私
は
就
任
以
来
区
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
を
守
る
立

場
か
ら
、
生
活
環
境
の
整
備
、
青
少
年
の
健
全
育
成
。

福
祉
の
充
実
を
三
本
の
柱
に
区
政
を
執
行
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。そ

の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
不
況
下
の
物
価
高
と
い
う
最
悪
の
状
況
の
も
と
で

は
、思
う
に
ま
か
せ
な
い
毎
日
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
。
皆
さ
ま
の
ご
要
望
が
ひ
さ
し
か
っ
た
保

養
所
を
湯
河
原
に
入
手
出
来
ま
し
た
こ
と
、
腎
年
館
の
増
改

築
に
着
予
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
年
頭
に
ご
報
告
出
米
る
は

こ
び
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
。
誡
に
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。

昭
和
五
十
年
は
、
か
ね
て
か
ら
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
地

方
自
治
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
区
の
自
治
権

が
画
期
的
に
拡
充
さ
れ
る
年
で
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
崘
策
は
、
大
き
な
財
源
を
必
要
と
す
る
も
の
で

あ
り
。
財
敢
的
に
弱
い
足
立
区
と
い
た
し
ま
し
て
は
。
最
も

配
慮
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
、
私
自
身
は
も
と
よ
り
、
全
槻
員
の
持
て
る

力
す
べ
て
を
結
集
し
て
。
し
あ
わ
せ
な
暮
し
良
い
足
立
と
す

る
こ
と
に
努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

。
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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待望の区民保養所きまる
神奈川県湯河原温泉に

3 月1 日 か ら 利 用 で き ま す

区

民

の
み

な
さ

ん
待

望
の
区

民

保
養

所

が

、
昭
和

四
十

九
年

畊
四
―囲
定

例
会

で

、
神

奈
川

県
の

湯
河

原
温

泉
に

決
定

し

ま
し

た

。

湯
河

原
温

泉

は

、
春

は
花

見

、
竃
は

海

水
浴

、
秋

は
み

か

ん
狩
り

と

、
一
年

を

通
し

て
楽

し
み

の
多

い
温

泉
場
で

す

。

ま

た

。
富
士

、箱

根
・

伊
豆

へ
向
け

て

の

適
も

鬨
け

て
お

り

、
東
衣

か
ら
約

百

キ

ロ
と

近

い
と
こ

ろ
に
あ

る

こ
と
な

ど

か
ら

、
多

く

の
蜆

光
客

で
に

ぎ
わ
っ

て

い

ま
す

。

区
民
保
養
所
は
、温
泉
場
中
火
に
あ

る
旅
館
を
買
い
上
げ
た
も
の
で
す
。今
、

三
月
一
日
の
オ
ー
プ
ン
を
日
指
し
て
改

装
申
で
す
。
な
お
、
受
付
け
な
ど
く
わ

し
い
こ
と
は
、
一
月
以
降
の
「
区
の
お

知
ら

せ
」
に

化
峨

し
ま

す
。

湯
河
原
の

四
季

不
動
の
滝

千

歳

川

の

桜

花
火
大
会

み
か
ん
狩
り

大漁パレード 湯河原海水浴場 天 観 山 か ら 見 た 富 士

湯河原の こよ み

保
養
所
の
記
事
で
は
湯
河
原
町
役

場
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
あ

い
さ
つ

足
立
区
議
会
議
長

冨
沢
孝
之

区
民
の
什
さ
ま
川
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
希
望
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
皆
さ
ま
の
御
清
福
と
御
繁
栄
を

心
か
ら
お
祈
り
巾
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
一
昨
年
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
て
以
求
、
議
会
の
円
満
な
連
営
と

区
政
の
進
峡
を
第
一
義
と
し
て
誡
心
漣

意
努
力
を
皿
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
。

お
か
け
を
も
ち
ま
し
て
大
過
な
く
越
年

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ

と
え
に
杵
さ
ま
心
御
文
捉
と
御
協
力
の

た
ま
も
の
と
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
蠡

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

御
承
知
の
と
お
り
、
当
区
の
人
口
も

六
卜

。万
に
達
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。人

口
が
も
I
い
と
い
う
こ
と
が
都
心
と

し
て
の
絶
対
的
な
要
件
で
は
あ
り
ま
す

が
、
激
増
す
る
人
口
を
抔
放
し
で
喜
ん

で
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
本
区

の
現
況
で
あ
ろ
う
と
存
ヒ
ま
す
。

区
尺
の
杵
さ
ま
の
福
祉
を
増
進
し
、

生
活
の
安
定
を
M
る
に
は
、
な
お
儼
要

問
翩
か
山
捐
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

社
会
生
活
は
年
々
ぎ
び
し
く
、
経
済

活
動
も
ま
す
ま
す
激
動
の
戊
を
皿
大
し

て
お
り
ま
す
。

加
え
て
本
年
は
、
地
方
n
治
決
の
改

正

に
脯

な
う

待
望

の
区
長

公

道
や
、
事

務

事
業

の
移

竹

が
行
な

わ
れ

る
画
刈

的

な

年
で

あ
り

ま
す

。

こ
れ

か

ら
の
地

方
自
治

体

は
、
名

実

と
も

に
内
政

の
か

な
め

と
な

っ
て
翻

か

な
地
峨

社
会

の
姓

験
に

と
り

く
み
、
一

九
し
I
○
年
代

か
・
誇

り
う

る
有

っ
な

雛
か

し

い
時

代

に
す
る

努
力

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
存
じ

ま
ず

が
、
議

決
攪

関

た
る

わ
れ

わ
れ
妃

立
区

議
会

と
い

た
し

ま
し
て

も
、
本
年

も
ま

た
終

始
公
正

に

六
ト

ー
び
区

尺
の

に
託

に
心

え
て
ド

政

の

諸
問

題

を
似
重

に
審

議
し

、
国

お
よ

び
都
の

瀬

策
と
あ

い

ま
っ
て

、
区

尺
各

位

の
御

期

待
に

そ
う
よ
・つ
努

力
す

る
決

心

で

あ
り

ま
す

。

ど

う
か

、
区

政
に
紂

す

る
皆
さ

ま
の

よ

り

い
っ

そ
う

の
御

理
解
、
御
協

力
を

賜

わ
り
ま

す
よ
う

心

か
ら

お
願

い
い

た

し
ま

し
て

、
折

年
の

ご
あ

い
さ

つ
と

い

た
し

ま
す

。

保
養
所
の
愛
称
を

募
集
し
ま
す

区
民
保
養
所
の
正
式
名
称
は
、
「
東

京
都
足
立
区
立
湯
河
原
K
尺
保
養
所
」

と
い
う
侵
い
名
前
で
す
。
区
民
の
み
な

さ
ん

に
長

い
間

ご

利
用

い
た
だ

く
の

に
、
長
い
名

称

は
、

何
か

と
不

便
で
す

。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
保
養
所
の
愛

称
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

。

◆
官
製
ハ
ガ
キ
使
用

◆
『
愛
称
』
の
ほ
か
、
住
所
f
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
明
記

◆
締
切
り
は
一
月
三
ト
ー
U
(
消
印
有

効
)

◆
宛
先
は
、
〒
一
二

〇
足
立
区
千
住
一
I
f
O

足
皀
区
役
所

区
民

部

管
理

課

◆
採
用
者
(
多

数
の

場
合

は
抽

選
)
に
は

記

念
品

を
垪

里

49年にできた
お も な 施 設

教育センター

しょうぶ沼公園

桑袋小学校

消費者センター

健全の家

花畑区民センター

綾瀬自転車パーク

千住あ ずま児童館

平野保育園
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区
立
・
私
立
保
育
園

四
月
入
園
児
募
集
し
ま
す

申
込
み
は
一
月
十
日
か
ら
一
月
三
十
一
日
ま
で

区
立
・
私
立
保
育
園
の
昭
和
五
十
年

四
月
入
園
児
の
申
込
み
受
付
け
を
区
内

各
福
祉
事
務
所
で
行
な
い
ま
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要

領
で
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

一
月
十
日
(
金
)
か
ら
一
月
三
十
一

日
(
金
)
ま
で

■
申
込
場
所

あ
な
た
の
お
住
ま
い
を
管
轄
す
る
次

の
福
祉
事
務
所
へ

◇
足
立
福
祉
事
務
所
(
千
住
柳
町
一
二

―
五

　
八
八
八
―
三
一
四
一
)

◇
中
部
福
祉
事
務
所
(
関
原
二
丁
目
一

〇
-
一
〇
a

八
八
九
-
一
四
八
匸

◇
同
分
塞
(
竹
の
塚
こ
丁
目
二
成
一
一

七

酋
八
八
三
上
父
0
9

◇
東
郁
福
柾
事
務
断
(
東
綾
瀬
一
丁
目

五
一
一
七

酋
六
〇
五
一
七
一
〇
五
)

◇
西
部
福
祉
事
務
所
i

浜
二
丁
目
二

四
一
二

酋
八
九
七
-
五
〇
一
ご

■
持
参
す
る
も
の

◇
昭
和
四
十
九
年
度
符
別
区
民
税
額
の

わ
か
る
も
の
(
課
税
証
明
審
・
特
別

徴
収
通
知
書
・
納
税
通
知
書
の
い
ず

れ
か
)

◇
昭
和
四
十
九
年
分
所
得
税
額
の
わ
か

る
も
の
(
幼
税
証
明
書
・
源
泉
徴
収

票
・
納
税
通
知
書
・
確
定
申
告
書
へ

写
〉
の
い
ず
れ
か
)

な
お
、
ま
だ

昭
和
四
十
九
年
分
所
得
税
額
が
決
っ

て
い
な
い
方
は
、
昭
和
四
十
八
年
分

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
昭
和
四
十
九
年
度
固
定
資
産
税
額
の

わ
か
る
も
の
(
土
地
・
家
屋
を
お
持

ち
の
方
の
み
)

◇
印
か
ん

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務
所
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

楽しい運動会

環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

区
内
の
生
活
環
境
を
守
り
、
「
住
み

よ
い
町
づ
く
り

」の
一
環
と
し
て

、区
内

中
学
生
を
対
象
に
「
環
境
保
全
ポ
ス
タ

ー
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ

、
六
百
二
十

点
の
応
募
作
品
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
作
品
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の

方
々
が
人
選
し
ま
し
た
。(

敬
称
略
)

■
公
害
の
部
　
金
賞
(

区
長
賞
)

…
末

武
伸
之
(
十
中
)

金
賞
…
宮
川

止
(

四
中
)

西
村
幸
子
(
同
)

銀

賞
…
浦
辺
映
子
(
二
中
)

佐
藤
敬

子
(

十
一
中
)

伴

伸
美
(

新
田

中
)

鋼
賞
…
鼻
保
信
之
(
円
中
一

竹
村
好
能
(

同
)
塙

和
江
(

同
)

金
川

啓
(
同
}
小
林
義
雄
(
五
中
)

新
堀
浩
一
(十
中
)

佳
作
…
二
十
五
名

■
緑
化
の
部
　

金
賞
(
区
長
賞
)
…
亀

井
召
合
子

金
賞
…
佐
々
木
幸
恵
(

青
井
中
)

田
中
裕
彦
(
同
)

銀
賞
…
寺
沢
吉
弘
(

四
中
)

佐
藤

恵
美
子
(

東
綾
瀬
中
)

荻
野
谷
秀

幸
(
同
)

銅
賞
・
ご
高
山
美
佐
子
(

五

中
)

鈴
木
映
子
(

七
中
)

福
田

達
寛
(
十
中
)

萩
原
直
美
(

十
一

中
)

小
林
栄
子
(

東
綾
瀬
中
)

望
月
佼
夫
(
問
)

佳
作
…
二
十
五
名

※
人
選
し
た
作
品
(

銅
賞
ま
で
)

は
、

三
月
に
区
内
公
共
施
設
な
ど
で

、
移
動

艇
示
会
を
開
く
予
定
で
す
。

緑化の部
金賞( 区長賞) 亀井百合子さん

公害の部
金賞( 区長賞) 末武伸之さん

成人式に
ご参加ください

今
年
、
成
人
に
な
ら
れ
る
方
を
対
象

に
こ
れ
を
記
念
し
て
「
成
人
式
の
集
い
」

を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す

。

成
人
に
な
ら
れ
る
方
に
は
、
前

も
っ
て
、
ご
案
内
を
さ
し
あ
げ
ま

し
た
の
で

、
当
日
会
場
へ
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
一
月
十
五
日
(
水
)

午

前
十
時
三
十
分
か
ら

□
対
象
　

昭
和
二
十
九
年
一
月
十

六
日
～
昭
和
三
十
年
一
月
十
五

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

□
会
場
　
①
文
化
会
館
…
第
六
・

七
・
十
・
十
四
・
十
五
・
十
六
・
東

栗
碾
出
張
断
管
内
の
方

②
産
業
振

興
館
…
常
東
・
第
三
・
四
・
五
出
張

所
管
内
の
方

③
江
北
中
学
校
…

第
八
・
九
・

十
二
・
十
三
・
二
十
出
張
所
管

内
の
方

④
呶
綾
瀬
中
学
校
…
第
十
七
・

十
八
・
十
九
・
東
綾
瀬
出
張
所

管
内
の
方

□
講
演
　

第
①
会
場
…
仁
戸
田
六

三
郎
氏

第
②
会
場
・
:
楠
本
憲

吉
氏

第
③
会
場
…
ド
ク
ト
ル

・
チ
エ
コ
氏

第
④
会
場
…
戸

川
エ
マ
氏

◎
服
装
は
、
華
美
に
な
ら
な
い
よ
う
、

平
服
で
ご
参
加
を
お
顧
い
し
ま
す
。

◎
各
会
場
に
は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
車
は
ご
違
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
、区
教
育
委
員
会
文

化
係
へ
ど
う
ぞ
。

■
区
役
所
に
お
い
で
の
と

き
は
、
駐
車
場
が
せ
ま
い

の
で
、
な
る
べ
く
車
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
自
転
車
は
、
路
上
に
放

置
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

生
業
資
金
のご

利
用
を

四
十
九
年
度
第
二
圃
目
の
生
業
資
金

の
貨
付
け
を
行
な
い
ま
す
。

▽
貸
付
対
象
　
一
般
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
、
貨
付

け
を
受
け
る
事
業
に
よ
っ
て
、
生
計

を
立
て
る
方
(

住
災
税
が
お
お
む
ね

均
等
割
程
度
以
下
の
方
)
で
、
次
の

要ヽ
付
に
あ
て
は
ま
る
方

①
区
内
在

住
一
年
以
上

②
す
ぐ
に
事
業
が
は

匕
め
ら
れ
る
こ
と

③
住
民
税
を
完

納
し
て
い
る
こ
と

④
確
実
な
連
帯

保
証
人
が
い
る
こ
と

3

▽
貸
付
条
件
　
ア
貸
付
額
E
四
十
万
円

j
t
以
内
イ
利
子
E
年
利
三
こ
(
五
%

ぐ
(

た
だ
し
、
す
え
置
期
降
は
無
利
夭
5

ウ
貸
付
期
間
E
五
年
以
内
(

す
え
置

期
間
六
か
月
を
含
む
)

エ
返
済
方

ぐ

法
…
六
か
月
す
え
置
後
毎
月
割
賦
返

済
▽
申
込
受
付
期
間
　

一
月
十
三
日
(
月
)

～
一
月
二
十
五
日
(

土
)

▽
貸
付
け
は
　
申
込
者
の
中
か
ら

、
審

査
の
う
え
決
定
し
匸
二
月
卜
五
日
頃

資
金
を
交
付
し
ま
す

。

申
込
み
・
問
合
わ
せ
は
、
区
役
所
二

階
厚
生
係
へ
ど
う
ぞ

。

愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

区
で
は
、
交
通
事
故
・
病
気
な
ど
で

輸
血
が
必
要
な
方
々
の
た
め
、
『
愛
の

献
血
連
動
』
を
進
め
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
月
の
献
血
日
程

▽
八
日
(
水
)
区
役
所
本
庁
舎

▽
十
六
日
(
木
)
江
北
小
学
校

▽
二
十
日
(
月
)
竹
の
塚
駅
東
口

▽
二
十
四
日
(
金
)
弥
生
小
学
校

▽
二
十
八
日
(
火
)
東
加
平
小
学
校

▽
三
十
日
(
木
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
(
た
だ
し
、
午
前
十
一
時
三

十
分
か
ら
午
後
〇
時
三
十
分
ま
で
は
昼

食
休
憩
時
間
)
ま
で
で
す
。

学
校
給
食
費
を

一
部
公
費
負
担

区
で
は
、
学
校
給
食
費
の
保
護
者
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
牛
乳
一
本
に
つ

き
二
円
を
負
担
し
て
き
ま
し
た
が
、二

学
期
に
は
い
り
、ま
た
牛
乳
と
パ
ン
用

小
麦
粉
が
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
値
上
げ
分
に
つ
い
て
、再
度
公

費
負
担
と
し
て
、
保
護
者
の
負
担
輪
食

賢
は
、
従
来
ど
お
り
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
公
賢
負
担
分
は
、
一
食
に
つ
き

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
小
学
校
低
学
年
…
5

円
9
6
銭
(
パ
ン

ー
円
4
3
銭

牛
乳
4
円
5
3銭
)

▽
小
学
校
高
学
年
・こ
6
円
1
6銭
(

パ
ン

ー
円
6
3
銭

牛
乳
4
円
5
3銭
)

▽
中
学
校
…
6
円
5
7
銭
(

パ
ン
2
円
4
　

銭

牛
乳
4
円
5
3
銭
)

な
お
、
牛
乳
は
九
月
二
十
日
以
降
。

バ
ン
は
十
月
一
日
以
陣
の
分
か
ら
で
す

。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
育
委
員
会
学

校
保
縫
係
へ
ど
う
ぞ
。

たばこは
区内で買

い
ま しょう

昨年度は
10億2 千万円
たばこ消費税
が区にはいりま
ました

今年度は1 本に付78 銭が区にはいります

ウサギの

はなし
一
九
七
五

年
。
ウ
サ
ギ

ど
し
。
ま
さ

に
跳
躍
の
年

で
す
。

区
に
と
っ

て
も
。
区
畏

公
選
、
峯
務

事
業
の
移
管
な
ど
、
大
き
く
飛
躍
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
物
価
問
題
は
、
耐
乏
節

約
と
は
…
…
。

ま
あ
ま
あ
、
そ
ん
な
身
に
つ
ま
さ
れ

る
お
話
は
、
お
正
月
に
め
ん
じ
て
挧
に

あ
げ
、
ウ
サ
ギ
に
ち
な
ん
だ
お
話
で
も

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

■
ウ
サ
ギ
は
月
の
異
名

ウ
サ
ギ
は
「
兎
」
「
卯
」
と
も
書
く
。

ウ
サ
ギ
、
ウ
サ
ギ

な
に
見
て
　
は
ね
る

十
五
夜
お
月
さ
ん

見
て
　
は
ね
る

孫
に
う
た
っ
て
や
る
お

ば
あ
さ
ん
に
と
っ
て
、
月

は
神
秘
で
、
清
ら
か
な
存

在
だ
。
ロ
ケ
ッ
ト
で
征
服

す
る
な
ぞ
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

兎
は
月
を
み
て
子
を
は
ら
む
と
語
ら

れ
、
昔
か
ら
兎
は
月
の
異
名
と
い
わ
れ

て
い
る
。
月
と
兎
の
関
係
は
深
い
。

■
卯
の
花
月
夜

ウ
サ
ギ
の
代
表
は
、
な
ん
と
い
っ
て

も
「
イ
ナ
バ
の
白
ウ
サ
ギ
」
に
出
て
く

る
内
い
ウ
サ
ギ
ち
ゃ
ん
。

十
二
支
で
は
卯
と
番
き
四
番
目
。
方

角
で
い
う
と
東
。
時
刻
で
い
え
ば
今
の

午
前
六
時
ご
ろ
。
陰
歴
で
四
月
の
こ
と

を
卯
月
と
い

い
、
陽
歴
だ

と
五
・
六
月

頃
と
な
る
。

そ
し
て
白
い

卯
の
花
が
咲

い
て
い
る
月

夜
が
連
想
さ

れ
て
く
る
。

卯
の
花
の
　
に
お
う
桓
根
に

ほ
と
と
ぎ
す
　
早
も
来
な
き
て

し
の
び
音
も
ら
す
　
夏
は
来
ぬ

■
兎
づ
く
し
の
お
話

世
の
も
ろ
も
ろ
の
亭
主
族
は
、
毎
年

正
月
に
な
る
と
、
け
な
げ
に
も
、
「
が

ン
バ
ル
ぞ
」
と
決
意
を
あ
ら
た
に
す
る
。

今
年
こ
そ
俺
の
運
勢
は
「
兎
の
登
り

坂
」
(

兎
は
前
足
が
短
く
、
後
足
が
長

い
の
で
登
り
坂
は
得
意
)

「
兎
の
毛
の
先
で
突
い
た
ほ
ど
の
ス

キ
も
見
せ
ず
」
仕
事
に
専
念
弌
長
い
'
-

耳
で
愉
報
を
キ
ャ
ッ
チ
。
「
二
兎
を
迫

う
も
の
は
一
見
を
も
得
ず
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
な
迷
い
を
払
い
、
目
的
に
向
っ

て
「
兎
と
び
」
で
ま
っ
し
ぐ
ら
。

だ
が
待
て
し
ば
し
。
計
画
は
密
な
る

を
も
っ
て
よ
し
と
す
る
。

ま
ず
は
「
卯
の
花
」
(
オ

カ
ラ
の
こ
と
)
の
煮
付
で

一
杯
や
っ
て
「
兎
の
昼
寝
」
(

兎
は
昼
寝
が
大
好
き
。

亀
と
の
競
走
で
負
け
た
の

も
こ
れ
が
原
因
)
で
鋭
気

を
養
い
、
そ
れ
か
ら
勝
負

と
ぐ
っ
す
り
。

折
り
か
ら
血
を
吐
く
『
卯
月
鳥
』
(ホ

ト
ト
ギ
'へ
)
の

】
声
に
お
こ
さ
れ
ビ
ッ

ク
リ
仰
天
。
「
兎
の
よ
う
に
目
が
真
赤

で
贖
ク
ラ
ク
ラ
。

歳
月
も
早
や
半
ば
。
鳥
兎
匁
匁
と
(月

日
の
た
つ
の

は
早
い
の
意
。

島
は
太
陽
で

日
を
、
兎
は

月
を
あ
ら
わ

す
)
あ
わ
て

ふ
た
め
き
、

「
始
め
は
処

女
の
ご
と
く
I
終
り
は
脱
兎
の
ご
と
し
」

で
、
や
っ
と
一
年
を
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

い
や
は
や
、お
粗
未
。こ
ん
な
こ
と
に

な
ら
ぬ
よ
う
、お
互
い
に
ご
用
心
。き
び

し
く

、
き
び
し
い
こ
の
世
の
中

。

ま
ず
は
め
で
た
い
「
兎
づ
く
し
」
の

お
話
で
し
た
。
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